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　東日本大震災発生により昨年中止となった「淡路だんじり祭」が２年ぶりに

開催され、市内の絢
けん

爛
らん

豪華な檀尻 26台が三原健康広場に一同に集いました。

　太鼓衆 甍や淡路三原高校、美鼓音による豪快な和太鼓演奏の後、勇壮な檀

尻が続々と入場。市内保育所・幼稚園児 200 人による元気な竹太鼓の演奏も

会場を大いに盛り上げてくれました。

　各地区で古くから歌い継がれてきた「だんじり唄」が情感

たっぷりに披露されたほか、獅子舞や投げ檀尻も披露されま

した。「チョーサジャ」「チョーサジャ」と威勢の良い掛け

声とともに会場内を練る檀尻は、訪れた１万 3000 人の観客

を魅了していました。　　　　　　　　　

地域特産物ＰＲイベント

南あわじ直売フェア
　　南あわじ市直販所連絡協議会では、市特産品をＰＲし、「産地のファンづくり」

をすすめるため、５月 13日に淡路ファームパークイングランドの丘で地域特産

物ＰＲイベント「南あわじ直売フェア」を開催しました。好天に恵まれた同フェ

アには、新鮮・安全・安心のおいしい市内の野菜や海産物等のほか、平成２年か

ら交流を続けているASAトライアングル交流圏から鳴門市の特産なると金時の

焼き芋や鳴門わかめなどが販売されました。多くの観光客や地

元の人たちが訪れ、大盛況のうちに終了しました。

　同協議会では、これからも市特産品の PRを実施して「産地

のファンづくり」「ブランドづくり」につなげていきたいと話

していました。

淡路だんじり祭
第６回 

をすすめるため、５月 13日に淡路ファームパークイングランドの丘で地域特産

物ＰＲイベント「南あわじ直売フェア」を開催しました。好天に恵まれた同フェ

アには、新鮮・安全・安心のおいしい市内の野菜や海産物等のほか、平成２年か

ら交流を続けているASAトライアングル交流圏から鳴門市の特産なると金時の

焼き芋や鳴門わかめなどが販売されました。多くの観光客や地

元の人たちが訪れ、大盛況のうちに終了しました。

　同協議会では、これからも市特産品のPRを実施して「産地

のファンづくり」「ブランドづくり」につなげていきたいと話

していました。

　　　４月２９日(日)
　　
　５
月１３

日(日) 淡路島古事記編纂 1300年
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市
自
主
防
災
組
織
の
南
三
陸
町
視
察
研
修
に
同
行

市政ひろば

緊
急
通
報
装
置
寄
贈

　

三
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

市
に
緊
急
通
報
装
置
５
台
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。　

　

島
内
で
は
、
平
成
２
年
９
月
か

ら
淡
路
広
域
消
防
と
と
も
に
65
歳

以
上
の
援
護
を
必
要
と
す
る
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
及
び
重
度
身
体

障
害
者
、
並
び
に
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
同
装
置
を
設
置
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
本
体
と
ペ
ン
ダ
ン

ト
で
構
成
さ
れ
、
緊
急
時
に
い
ず

れ
か
の
押
し
ボ
タ
ン
を
押
す
と
広

域
消
防
に
緊
急
事
態
を
知
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。
現
在
、

市
内
の
１
８
７
世
帯
で
運
用
さ
れ

て
お
り
、
昨
年
は
市
内
で
12
件
、

島
内
で
27
件
の
緊
急
通
報
が
あ
り

ま
し
た
。

　

市
の
優
れ
た「
ふ
る
さ
と
資
源
」

の
広
報
宣
伝
及
び
販
路
拡
大
を
目

的
に
、
南
あ
わ
じ
市
特
産
物
販

路
拡
大
・
物
産
展
協
議
会
が
、
西

宮
市
で
４
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た

「
南
あ
わ
じ
＆
西
宮
と
れ
と
れ
市
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
新

タ
マ
ネ
ギ
を
始
め
と
す
る
野
菜
は

訪
れ
た
多
く
の
人
に
大
変
喜
ば

れ
、
す
ぐ
に
完
売
し
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
沼
島
産
サ
ヨ
リ
等
の

フ
ラ
イ
の
振
る
舞
い
や
ア
イ
ス
ク

リ
ン
、花
苗
、あ
わ
じ
島
バ
ー
ガ
ー

を
販
売
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
三
原

だ
ん
じ
り
唄
保
存
会
青
年
部
に
よ

る
だ
ん
じ
り
唄
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
文
化
芸
能
や
特
産
品
を
通
じ

て
都
市
部
の
消
費
者
に
対
し
、
市

南
あ
わ
じ
市
を
売
り
出
そ
う
！ 

物
産
展
に
出
店 

                     

西
宮
・
大
阪

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
13
日
に
大
阪
で
開

催
さ
れ
た
「
御
堂
筋
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
」
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
同
協
議
会
で
は
主
な
商
圏
で

あ
る
阪
神
地
域
で
の
「
ふ
る
さ
と

資
源
」
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今

年
度
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
の
た
ま
ね
ぎ
さ
ん
ち
ゃ

ん
が
御
堂
筋
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し

た
ほ
か
、島
内
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
都
市
部
の
消
費

者
に
直
接
「
ふ
る
さ
と
資
源
」
の

広
報
宣
伝
を
図
る
こ
と
、
ま
た
実

際
に
意
見
・
感
想
を
聞
き
、
今
必

要
と
さ
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
販
路
拡
大
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
阪

神
地
域
で
の
物
産
展
等
へ
積
極
的

に
出
店
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
社
会
貢
献
活

動
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

も
会
員
で
話
し
あ
っ
た
中
、
近
年
問

題
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
孤
独

死
を
無
く
し
た
い
と
の
思
い
か
ら

今
回
の
寄
贈
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
中
央
庁
舎
に
お
い
て
５

月
10
日
、
同
ク
ラ
ブ
香
川
正
会
長

か
ら
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
市
か
ら

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

香
川
会
長
は
「
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
が
増
え
て
い
る
中
で
、
緊

急
時
に
は
い
ち
早
く
連
絡
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
今
回
の
装
置
を

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
中

田
市
長
が
「
緊
急
通
報
装
置
の
寄

贈
は
大
変
有
り
難
く
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

▲寄贈された緊急通報装置

▲香川正会長から中田市長へ目録が贈呈

▲沼島漁協による振る舞い

▲市内の新鮮な野菜の販売

▲たまねぎさんちゃんも参加した御堂筋パレード

▲西宮中央商店街に響き渡った三原だん
　じり唄保存会青年部によるだんじり唄

　

市
内
沿
岸
部
自
主
防
災
組
織
代
表

者
の
方
々
に
呼
び
か
け
、
約
30
人
が

参
加
し
て
宮
城
県
南
三
陸
町
へ
５
月

17
日
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
も
、現
地
で
参
加
者
の
方
々
と
合

流
し
研
修
や
被
災
地
の
現
場
を
一
年

ぶ
り
に
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
ガ
レ
キ
は
撤
去
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
土
地
に
つ

い
て
は
更
地
の
ま
ま
で
、
復
興
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
と
痛
感
し
、

東
日
本
大
震
災
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
甚

大
で
あ
っ
た
の
か
と
改
め
て
心
を
痛

め
、
復
興
の
難
し
さ
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
東
南

海
・
南
海
地
震
の
対
策
と
し
て
、
今

回
参
加
さ
れ
ま
し
た
自
主
防
災
組
織

代
表
者
の
方
々
が
、
東
日
本
大
震
災

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
宮
城

県
南
三
陸
町
へ
の
視
察
研
修
を
契
機

に
、
い
か
に
自
分
の
命
・
家
族
の

命
・
地
域
の
命
を
守
り
、
防
災
・
減

災
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

む
か
の
指
針
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
防
災
力
向
上
に
向
け
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
実
の
あ
る
研
修
が
出
来

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ほ
ん
と
う

に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

▲佐藤町長と研修会場で挨拶する中田市長（右）

援
を
当
然
す
る
も
の
と
思
わ
れ
て
お

り
、地
区
の
方
々
は
自
然
と
行
動
さ
れ

て
い
た
と
の
こ
と
。こ
の
よ
う
な
共
助

の
意
識
と
行
動
は
、普
段
か
ら
地
域

間
の
交
流
が
必
要
で
あ
り
、ま
た
孤

立
地
域
の
方
々
は
互
い
に
協
力
し
あ

う
な
ど
、平
常
時
の
近
所
付
き
合
い
の

大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
孤
立
地
域
へ
の
支
援
道
路

の
復
旧
の
大
切
さ
、
平
時
で
は
必

要
が
な
い
災
害
時
の
非
常
持
ち
出
し

品
と
し
て
の
「
身
分
証
明
に
な
る
書

類
、
預
金
通
帳
」
や
「
３
日
程
度
の

食
料
」
の
重
要
性
も
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
は
一
人
ひ
と
り
の
備
え

　

南
三
陸
町
の
佐
藤 

仁
町
長
か
ら

は
、
昨
年
４
月
27
日
に
当
市
が
救
援

物
資
を
届
け
た
こ
と
や
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
公
演
が
住
民
に
元
気
を
あ
た
え

た
こ
と
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
の

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
町
長
は
、
防
災
対
策
や
復

旧
・
復
興
に
関
し
て
、
避
難
行
動
の

大
切
さ
や
行
政
の
限
界
、
災
害
発
生

時
は
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
り
、
公
助
は
そ
の
一
助
で
あ

る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
新
し
い
南
三
陸
町
の
建

設
に
向
け
、
ど
う
立
ち
向
か
っ
て
行

く
か
町
民
と
共
に
前
へ
進
ん
で
い
る

と
私
た
ち
に
力
強
く
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
に
お
い
て
も
、
い
つ

　

今
回
の
研
修
は
、
被
災
直
後
か
ら

地
域
の
方
々
と
共
に
支
援
活
動
を

現
在
も
行
っ
て
お
ら
れ
る
「
す
ば
ら

し
い
歌う
た

津つ

を
つ
く
る
協
議
会
」
の
小

野
寺 

寛
会
長
に
体
験
談
を
お
聞
き

し
、
今
後
の
南
あ
わ
じ
市
の
自
主
防

災
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
に
計
画

い
た
し
ま
し
た
。

　

小
野
寺
会
長
の
お
話
の
中
で
、自

動
車
で
移
動
す
る
こ
と
の
出
来
な
い

地
震
が
発
生
し
た
状
況
で
も
、津
波

被
害
を
あ
ま
り
受
け
な
い
高
台
の
住

民
の
方
々
は
、常
に
炊
き
出
し
等
の
支

が
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
共

に
普
段
か
ら
の
町
づ
く
り
に
「
絆
」

の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

▲研修を受ける参加者

▲特産の玉ねぎ・そうめんを寄贈

▲被災した護岸

▲防災対策庁舎前で黙とう
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地
域
に
学
び
、
生
き
る
力
を
育
む

市政ひろば

▲辞令を受け取る新入団員

市
連
合
自
治
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

市
連
合
自
治
会
総
会
が
５
月
12

日
、
三
原
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
前
年
度
の
連
合
自

市
消
防
団
幹
部
・
新
入
団
員
訓
練

　

賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
４
月
22
日
、
市
消
防
団
幹

部
・
新
入
団
員
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
雨
天
の
た
め
体

育
館
で
行
わ
れ
、
市
内
各
地
か
ら

新
し
く
幹
部
と
な
っ
た
団
員
と
新

た
に
入
団
し
た
団
員
、
合
わ
せ
て

３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

の
授
与
が
行
わ
れ
、
選
任
副
団
長

り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
団
員
た
ち
は
基
本
動

作
や
整
列
、
幹
部
団
員
た
ち
は
そ

れ
ら
に
加
え
て
指
揮
や
報
告
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う

時
、
迅
速
か
つ
統
率
の
と
れ
た
動

き
が
で
き
る
よ
う
に
、
参
加
し
た

団
員
た
ち
は
真
剣
に
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

訓
練
の
後
に
は
、
淡
路
広
域
消

防
事
務
組
合
の
南
淡
分
署
長
で
あ

る
堀
忠
一
さ
ん
か
ら
訓
練
に
対
し

て
の
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

5
月
20
日
、
淡
路
じ
ゃ
の
ひ
れ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
「
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
祭
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

気
持
ち
の
良
い
五
月
晴
れ
の
も
と

海
辺
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
ほ

か
、
釣
り
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
少
子
対
策
の
一
環

と
し
て
平
成
19
年
８
月
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
、
独
身
男
女

の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

会
員
制
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
や
工
場
見
学
、
京
都
旅
行
、

食
事
会
な
ど
計
45
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
。
こ
れ
ら
の
交
流
を
通
し

て
８
組
が
結
婚
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
対
策
課
で
は
随
時
登
録
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

▲整列するなでしこ分団員

の
武
田
佳
則
さ
ん
に
功
績

章
が
、
南
淡
方
面
副
隊
長

の
松
井
浩
一
郎
さ
ん
に
精

績
章
が
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入

団
員
の
辞
令
交
付
式
も
行

わ
れ
、
各
方
面
隊
の
新
入

団
員
が
辞
令
書
を
受
け
取

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　   （５月１６ 日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 413件 57,574,719円

市外（島内） 56件 9,341,000円

市外（島外） 249件 29,764,940円

合計 718件 96,680,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 ふ

る
さ
と
納
税

治
会
の
活
動
報
告
や
退
任
す
る
自

治
会
長
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
今
年

度
の
活
動
方
針
の
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
新
役
員
は
次
の

人
た
ち
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
会　

長　

原　
　

孝（
福　

良
）

▽
副
会
長　

新
居
宏
一
郎（　

湊　

）

　
　
　
　
　

納　

幹
彦（
倭　

文
）

　
　
　
　
　

位
高
慶
亮（
神　

代
）

　
　
　
　
　

久
米
只
海（
賀　

集
）

▽
会　

計　

長
尾
文
善（
広　

田
）

▽
会
計
監
査　

濟
藤
行
雄（
津　

井
）

　
　
　
　
　

安
田　

宏（
八　

木
）

▲あいさつを行う原孝会長

▲号令に合わせて動作を行う団員達

【
地
域
活
動
功
労
】

清
川 

と
し
子
さ
ん
（
広
田
）

　

南
淡
路
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
会

長
と
し
て
10
年
間
活
動
さ
れ
る
な

ど
長
年
に
わ
た
り
地
域
農
業
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

地
域
活
動
を
続
け
ら
れ
、
女
性
の

視
点
か
ら
の
農
業
経
営
や
労
務
管

理
の
改
善
を
進
め
、
農
家
女
性
の

地
位
向
上
と
生
産
技
術
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　【
農
林
水
産
功
労
】

中
川　
利
春
さ
ん
（
賀
集
）

　

大
日
川
土
地
改
良
区
副
理
事
長

を
28
年
間
務
め
ら
れ
平
成
14
年
か

ら
大
日
川
東
Ⅱ
期
地
区
ほ
場
整
備

委
員
長
に
就
任
。
土
地
改
良
事

業
の
積
極
的
な
推
進
と
改
良
区
組

織
の
育
成
強
化
に
尽
く
さ
れ
、
ほ

場
整
備
事
業
の
円
滑
な
遂
行
に
寄

与
。
地
域
農
家
の
生
産
基
盤
の
確

立
と
生
活
環
境
の
整
備
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
、
地
域
農
業
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　

県
政
の
推
進
や
地
域
活
動
、
公

共
の
福
祉
や
産
業
振
興
な
ど
に
功

労
の
あ
っ
た
方
々
に
「
兵
庫
県
功

労
者
表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。　

　

２
０
１
２
年
、
南
あ
わ
じ
市
で

は
３
人
の
方
々
が
県
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
自
治
功
労
】

登
里　
伸
一
さ
ん
（
津
井
）

　

西
淡
町
議
会
議
員
な
ら
び
に
市

議
会
議
員
と
し
て
18
年
余
に
わ
た

り
住
民
福
祉
の
向
上
、
ま
ち
の
活
性

化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
地
場
産
業
の
瓦
産
業
の
振
興

を
は
じ
め
、
静
内
町
と
の
姉
妹
都
市

提
携
や
海
釣
り
公
園
建
設
に
貢
献
。

市
議
会
で
は
第
３
代
議
長
を
1
年

間
務
め
、
豊
か
な
見
識
と
沈
着
冷
静

な
行
動
力
で
円
滑
な
議
会
運
営
を

図
り
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

功
労
者
表
彰

家
畜
優
良
農
家
表
彰

　

家
畜
共
済
に
永
年
加
入
の
多
頭

飼
育
農
家
の
う
ち
、
飼
育
管
理
が

優
秀
で
事
故
が
極
め
て
少
な
い
農

家
に
対
し
、
兵
庫
県
農
業
共
済
組

合
連
合
会
長
の
表
彰
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

▽
乳
牛
の
部

　
　
　

北
所　

正
夫
（
榎　

列
）

　
　
　

新
田　

展
正
（
北
阿
万
）

　
　
　

池
尻　

泰
治
（
神　

代
）

▽
肉
用
牛
の
部

　
　
　

藤
江　

佳
司
（
八　

木
）

　
　
　

小
泉　

将
志
（
榎　

列
）

　
　
　

前
山　

修
治
（
北
阿
万
）

　
　
　

奈
良　

光
雄
（
広　

田
）

　

市
内
各
地
の
事
業
所
で
５
月
14

日
〜
25
日
ま
で
の
間
、
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
の
中
学
２
年
生
が
、

様
々
な
商
店
や
公
共
機
関
な
ど
に

出
向
き
、
１
週
間
の
職
場
体
験
を

行
う
も
の
で
、
社
会
で
の
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
を
直
接
学
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

14
日
〜
18
日
の
間
は
広
田
中
学

校
、
倭
文
中
学
校
、
御
原
中
学

校
、
辰
美
中
学
校
、
三
原
中
学
校

か
ら
、
21
日
〜
25
日
の
間
は
南
淡

中
学
校
、
沼
島
中
学
校
か
ら
、
合

計
で
４
０
０
人
を
超
え
る
生
徒
が

参
加
し
、
市
内
各
地
の
図
書
館
や

小
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
、
飲
食

店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
活
動
し
ま

し
た
。

　

御
原
中
学
校
の
平
田
崇
教
諭
は

「
５
日
間
学
校
を
離
れ
、
地
域
の

事
業
所
で
真
剣
な
眼
差
し
で
活
動

し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
後
、
挨
拶
が
良
く
な
っ
た
り
と

成
長
し
て
帰
っ
て
き
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

 

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
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市 
内 
局 
番 
を 
確 
か 
め 
て   

お 
か 
け 
く 
だ 
さ 
い   

広報  

2012.6.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

　

　　
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
補
充
受
付

　

平
成
24
・
25
年
度
に
お
け
る

市
が
行
な
う
競
争
入
札
（
建

設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
・
物
品
役

務
）
に
参
加
を
希
望
す
る
人
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
補

充
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

受
付
期
限　

６
月
22
日
（
金
）

ま
で

提
出
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参

提
出
場
所　

財
務
部
管
財
課

　
（
市
役
所
南
淡
庁
舎
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

　

ご
確
認
く
だ
さ
い

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

松井開発運輸㈱
自然との調和、環境に優しい解体工事はお任せ下さい!!

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

　
児
童
手
当
現
況
届
の
手
続
き

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、６
月
中
に「
児
童
手
当
現

況
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
初
旬
に
対
象
者
あ
て
に

現
況
届
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
須
事
項
を
記
入
押
印
の
上
、

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６

退
職
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
特
例
免
除

　

退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
で

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
保
険
料
の
納
付
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年

度
に
お
い
て
退
職
の
事
実
が
あ

る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所

得
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

必
要
な
も
の　

❶
印
鑑
❷
基

礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

❸
失
業
を
確
認
で
き
る
証
明

の
写
し（
離
職
票
等
）

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　
森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

　

森
林
法
改
正
に
よ
り
今
年
４

月
以
降
、森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
人
は
市
町
村
長
へ
の
届

出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
者　

個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
、売
買
や
相
続
等
で
森
林
の

土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
人

期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら
90
日
以
内

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

都
市
計
画
公
園

　

市
で
計
画
を
進
め
て
い
る
都

市
計
画
公
園
に
つ
い
て
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

若
人
の
広
場
公
園

（
阿
万
塩
屋
町
）
の
都
市

計
画
決
定

日
時　

６
月
８
日（
金
）午
後

　

２
時
〜

場
所　

阿
万
地
区
公
民
館

問
都
市
計
画
課

　

☎
37
・
３
０
１
６

改
正
育
児・介
護
休
業
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
短
時
間
勤
務
制

度
、
所
定
外
労
働
の
制
限
及
び

介
護
休
暇
の
適
用
が
猶
予
さ
れ

て
い
た
従
業
員
１
０
０
人
以
下

の
企
業
を
含
め
て
、
全
て
の
企

業
に
平
成
24
年
7
月
1
日
か
ら

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

問
兵
庫
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
７
８
・
３
６
７
・
０
８
２
０

月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
一
時

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　

６
月
４
日
（
月
）

か
ら
６
月
29
日
（
金
）
ま
で

受
付
場
所　

各
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
、
連
絡
所
、
出
張
所
、

支
所

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

第43回市議会定例会日程（６月）

本会議
日程 内容

４日（月）
条例案、24年度補正予算案ほか上程

（委員会付託）

11日（月）一般質問

12日（火）一般質問

13日（水）一般質問、追加議案上程

14日（木）予備日

21日（木）
追加議案上程、付託案件委員会審査報告・

表決

委員会
日程 委員会 内容

15日（金）総務常任委員会

付託案件審査18日（月）文教厚生常任委員会

19日（火）産業建設常任委員会

■議会は中央庁舎３階の議場

　で傍聴できます。

■インターネットによる動画　

　中継、テレビモニター中継　 

　（各庁舎ロビー、公民館）を　

　行っています。ご利用ください。

　  議 会

　問議会事務局☎43-5005

時間：午前10時～

　
施
設
運
営
協
議
会
及
び
放
送
番
組
審
議
会
の
委
員
募
集

　

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡

路
の
放
送
業
務
の
管
理
運
営
、

放
送
内
容
を
調
査
、審
議
す
る

委
員
を
募
集（
定
員
２
人
）。

任
期　

平
成
24
年
９
月
１
日

〜
平
成
26
年
８
月
31
日

申
込
要
件　

❶
市
議
会
議
員

　

及
び
市
長
の
選
挙
権
を
有
す

　

る
❷
市
議
会
議
員
、
市
職
員

　

で
な
い
❸
市
の
他
の
附
属
機

　

関
の
委
員
と
な
っ
て
い
な
い

　

❹
当
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
加
入
し

　

て
い
る
❺
小
論
文
等
提
出

申
込
締
切　

６
月
29
日
（
金
）

問
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡

　

路
☎
43
・
２
３
４
５

　
市・県
民
税
、納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

第
１
期
の
納
期
限

　
　
　

 

７
月
２
日（
月
）

税
額

❶
均
等
割（
定
額
）　

４
８
０
０
円

❷
所
得
割　

税
率
10
％

　

個
人
市
民
税
と
個
人
県
民
税

を
あ
わ
せ
て
市
・
県
民
税（
住
民

税
）と
呼
び
ま
す
。

　

住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
の

は
、
平
成
24
年
１
月
１
日
現

在
、
市
内
に
住
ん
で
お
り
、
平

成
23
年
中
に
一
定
額
以
上
の
所

得
が
あ
る
人
で
す
。

　

１
月
２
日
以
降
に
市
外
へ
転

出
し
た
人
や
亡
く
な
っ
た
人
も

平
成
24
年
度
分
は
市
で
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
住
民
税
は
、

平
成
23
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の

１
年
間
の
所
得
を
も
と
に
算
出

し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
中
に

退
職
し
、
そ
れ
以
降
働
い
て
い

な
い
人
で
も
、
退
職
ま
で
の
所

得
に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。　

期別 納期限
第１期 　 ７月 ２日（月）

第２期  　８月31日（金）

第３期   10月31日（水）

第４期 　 １月31日（木）

  住民税の納期一覧
　

納
税
に
は
、
便
利
で
確
実
な

「
口
座
振
替
」
が
利
用
で
き
ま

す
。
申
込
用
紙
は
、
各
金
融
機

関
又
は
市
役
所
総
合
窓
口
、
収

税
課
等
に
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２　

　

収
税
課
☎
43
・
５
０
３
４

　 24年度

※納期は普通徴収分です
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★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

　

大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
兵
庫
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

（
４
月
21
･
22
日
、ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
）

【
小
学
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

▽
③
市
小
学
校
６
年
女
子
チ
ー
ム

（
中
村
雅
、刑
部
美
優
、池
田
莉
子
、

松
本
留
奈
、野
口
晴
香
、森
川
千
絢
）

◆
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

（
４
月
29
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
）

▽
①
市
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

②
松
帆
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◆
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
コ
ン
ク
ー
ル

（
５
月
13
日
、
洲
本
市
文
化
体
育
館
）

【
祭
り
・
保
存
・
継
承
の
部
】▽
①
阿
万

上
町
壇
尻
保
存
会
②
野
原
祭
礼
団
③

福
良
東
本
町
だ
ん
じ
り
唄
伝
承
会【
愛

好
の
部
】▽
①
三
原
だ
ん
じ
り
唄
保
存

会
青
年
部
②
北
阿
万
だ
ん
じ
り
唄
同

好
会
２
０
０
０【
少
年
・
少
女
の
部
】▽

②
福
童【
特
別
賞
】▽
語
り
こ
み
＝
西

住
卓
也
▽
こ
と
ば
＝
深
田
誠

　

女
性
農
業
教
室
受
講
生
募
集

　

農
業
や
生
活
に
関
連
す
る
講

座
の
他
、
簡
単
ブ
ロ
グ
作
り
や

米
粉
料
理
の
試
食
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。

期
間　

７
月
〜
翌
年
３
月
（
合

計
６
回
開
催
）

対
象　

市
内
の
農
業
に
携
わ

る
女
性
農
業
者

定
員　

30
人

申
込
締
切　

６
月
29
日
（
金
）

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
０
２
５

福
祉
医
療
の
受
給
者
証
送
付　
７
月
か
ら
利
用
で
き
ま
す

受
給
者
証
の
交
付

　

交
付
に
は
所
得
の
申
告
が
必

要
で
す
。
対
象
者
で
も
所
得
の

申
告
が
な
い
場
合
は
、
受
給
資

格
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、

受
給
者
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
平
成
24
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住
所

が
な
い
人
は
、住
所
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
平
成
24
年
度
所
得
証
明
書

（
市
民
税
所
得
割
税
額
の
控
除
の

明
細
が
わ
か
る
も
の
）の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い

所
得
制
限
判
定
方
法
の
変
更

　

乳
幼
児
等
医
療
、
こ
ど
も
医

療
、
重
度
障
害
者
医
療
、
高
齢

重
度
障
害
者
医
療
の
所
得
制
限

判
定
方
法
が
変
更
と
な
り
、
世

帯
の
市
民
税
所
得
割
税
額
の
合

計
額
が
23
・
５
万
円
未
満
の
人

が
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

世
帯
と
は
所
得
の
確
認
対
象

と
な
る
す
べ
て
の
人
を
い
い
ま

す
。各
医
療
制
度
の
所
得
確
認

対
象
者
は
次
の
通
り
で
す
。

重
度（
高
齢
重
度
）障
害
者
医
療

対
象　

本
人
（
障
害
者
）
の

生
計
を
維
持
す
る
配
偶
者
、

扶
養
義
務
者

乳
幼
児
等（
こ
ど
も
）医
療

対
象　

本
人
（
乳
幼
児
等
）

の
生
計
を
維
持
す
る
父
母

等
。
父
母
が
無
収
入
の
場
合

は
、
本
人
の
生
計
を
維
持
す

る
祖
父
母
等
扶
養
義
務
者

　

な
お
、平
成
22
年
度
税
制
改

正
に
よ
り
、扶
養
控
除
が
一
部
廃

止
さ
れ
た
た
め
、平
成
24
年
度

分
以
降
の
市
民
税
所
得
割
税
額

が
増
え
る
世
帯
も
あ
り
ま
す
が
、

福
祉
医
療
の
所
得
判
定
に
あ
た

っ
て
は
、国
の
制
度（
自
立
支
援

医
療
制
度
）に
準
拠
し
、こ
の
影

響
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

▲教室の様子

父母の税額 現行 変更後

父：23万円
母：０万円

23万円で判定
→助成対象

23万円で判定
→助成対象

父：25万円
母：０万円

25万円で判定
→助成対象外

25万円で判定
→助成対象外

父：23万円
母：20万円

23万円で判定
→助成対象

43万円で判定
→助成対象外

▲現行と変更後の違い（乳幼児等（こども）医療の場合）

　
農
地
取
得
時
の
下
限
面
積
の
改
定

　

農
地
等
の
権
利
を
取
得
す
る

場
合
は
、
取
得
後
の
農
地
面
積

の
合
計
が
規
定
の
面
積
以
上
に

な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
農
業
委
員
会
で
は
、
次
の

よ
う
に
改
定
し
ま
し
た
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
43
・
５
０
２
９

区域 改定前 改定後

福良、

灘、沼島
50

アール

30

アール

上記以

外の区

域

50

アール

　

区域等 実施日 時間 面積
湊、湊里
沼島

６月19日（火）
午
前
５
時
〜
９
時

243.2ha

阿那賀
伊加利
志知奥
志知北
志知口
志知南
湊里

６月20日（水） 377.8ha

松
く
い
虫
対
策
、航
空
防
除
を
行
い
ま
す

　

貴
重
な
松
林
を
松
く
い
虫
の

被
害
か
ら
守
る
た
め
、山
林
へ
薬

剤
の
空
中
散
布
を
行
い
ま
す
。

　

散
布
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
、

お
出
か
け
の
人
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。万
一
、薬
剤
散
布
が
原
因

と
疑
わ
れ
る
症
状
が
出
た
人
は
、

医
療
機
関
で
農
薬
中
毒
に
対
す

る
処
置
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　

☎
26
・
２
１
０
３

　

農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

▲航空防除の日程表

　
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
結
果
の
公
表

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
政
に

関
す
る
情
報
（
公
文
書
）
を
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
基

づ
い
て
開
示
す
る
制
度
で
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市

が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を

定
め
る
と
と
も
に
、
本
人
か
ら

の
請
求
に
よ
り
自
己
に
関
す
る

情
報
の
開
示
等
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

開
示
請
求
は
公
文
書
及
び
個

人
情
報
を
保
有
し
て
い
る
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
度
に
お
け
る
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
の
運
用
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

情
報
公
開
制
度　

10
件
の
開

示
請
求
が
あ
り
、１
件
を
全

部
開
示
、８
件
を
部
分
開
示

と
し
、１
件
を
不
開
示

個
人
情
報
保
護
制
度　

３
件

の
開
示
請
求
が
あ
り
、
２

件
を
全
部
開
示
、
１
件
を

部
分
開
示

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

　６月下旬郵送

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す

　

６
月
５
日
（
火
）
は
環
境
の

日
で
す
。電
気
を
大
切
に
使
い
、

節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
可
燃
ご
み
に
不
燃
ご

み
が
混
入
し
て
い
た
り
、
収
集

に
出
せ
な
い
ご
み
（
農
業
用
資

材
、
粗
大
ご
み
な
ど
）
が
集
積

箇
所
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

限
り
あ
る

資
源
を
大
切

に
し
、
持
続

可
能
な
循
環

型
社
会
の
構

築
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

しろありの羽アリ
発生時期になりました
この時期の羽アリは要注意!!

ホームドクターアリス
しろあり・害虫駆除の専門店

南あわじ市北阿万筒井76-1

問☎55-0800
調査・見積
　 無料！

地元の業者にお任せを！
気軽にご連絡ください。
　　　相談受付中

　 ７
月
１
日
（
日
）

問
生
活
環
境
課

　

☎
43
・
５
０
２
４

全
島
一
斉
清
掃

家屋を滅失した時は、
税務課へ
   「家屋滅失届」
の提出をお願いします。

固定資産税係からのお願い

▲散布当日は散布区域内に立ち
　入らないでください

▲６月１日施行

▲兵庫リレーカーニバル３位の市小学校。左から森川さん、野
　口さん、池田さん、刑部さん、松本さん、中村さん
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若い有権者を対象とした
期日前投票立会人登録募集
　若い世代に政治や選挙に関心を持ってもらい、選挙をもっと身近なものに感じてもらうため、

若い有権者を対象に投票立会人を募集します。 　

◉投票立会人 ・・・投票所に２人配置され、投票事務の公平を確保するために投票事務に立ち会う重要な役割を果

　 たす人です。主な業務として、投票所の開閉や投票用紙の交付など投票手続き全般に立ち会いま

　 す。また、代理投票補助者選任等について投票管理者から意見を求められたときに投票管理者に 

    意見を述べます。

◉期日前投票 ・・・選挙は、投票日に投票所において投票することを原則としていますが、期日前投票制度は、投票日

    に投票を行えない人が期日前であっても同じ方法で投票を行うことができる制度です。

    ※ただし、宣誓書の記入が必要です。

　 　

老
人
福
祉
施
設
や
老
人
保
健

施
設
、療
養
型
施
設
な
ど
の
介
護

保
険
施
設
に
入
所
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
場
合
、次
の
対
象
者

は
居
住
費（
滞
在
費
）と
食
費
に

限
度
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

利用者負担段階 対象者

第１段階
・生活保護の受給者
・老齢福祉年金の受給者で本人と世帯全員
　が市町村民税非課税の人

第２段階
・世帯全員が市町村民税非課税で「本人の合
　計所得＋課税年金収入」が80万円以下の人

第３段階
・世帯全員が市町村民税非課税で、第２段
　階以外の人

表1.軽減措置が受けられる対象者

利用者
負担段階

食費
居住費（滞在費）

多床室
（相部屋）

従来型個室
（特養）

従来型個室
（老健、療養）

ユニット型
（準個室）

ユニット型
（個室）

基準費用額 1,380 円 320 円 1,150 円 1,640 円 1,640 円 1,970 円

第１段階 300 円 0円 320円 490 円 490 円 820 円

第２段階 390 円 320 円 420 円 490 円 490 円 820 円

第３段階 650 円 320 円 820 円 1,310 円 1,310 円 1,310 円

表2.負担限度額と基準費用額（１日あたり）

　

社
会
福
祉
法
人
等
の
利
用
者
負
担
軽
減

　

介
護
保
険
制
度
で
は
１
割
負

担
が
原
則
で
す
が
、
下
表
の
事

業
所
を
利
用
す
る
市
町
村
民
税

の
非
課
税
世
帯
の
人
で
次
の
条

件
全
て
を
満
た
す
人
は
負
担
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

❶
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で

１
５
０
万
円
、世
帯
員
が
１

人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を

加
算
し
た
額
以
下

❷
預
貯
金
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１

人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万

円
を
加
算
し
た
額
以
下

❸
世
帯
が
居
住
用
家
屋
や
日
常

生
活
に
必
要
な
資
産
以
外
に

利
用
で
き
る
資
産
を
持
た
な
い

❹
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い

❺
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

軽
減
額　

利
用
者
負
担
額
の

25
％
。
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
は
50
％

　

　

福
祉
用
具
貸
与

対
象
品
目　

❶
車
い
す
❷
車

い
す
付
属
品
❸
特
殊
寝
台

❹
特
殊
寝
台
付
属
品
❺
床

ず
れ
防
止
用
具
❻
体
位
変

換
器
❼
認
知
症
老
人
徘
徊

感
知
機
器
❽
移
動
用
リ
フ

ト
（
つ
り
具
の
部
分
を
除

く
）
❾
介
助
用
ベ
ル
ト
10
自

動
排
泄
処
理
装
置
11
手
す

り
12
ス
ロ
ー
プ
13
歩
行
器

14
歩
行
補
助
つ
え　

※
❶
〜
❾
は
要
介
護
２
〜
５
、

10
は
要
介
護
４
、５
の
人
が

対
象
と
な
り
ま
す

介
護
施
設
入
所
時
の
費
用
軽
減

　

住
宅
改
修
の
補
助

▽
条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認

　

定
で
居
宅
で
生
活
す
る
人

▽
限
度
額　

20
万
円

利
用
方
法

❶
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
。

改
修
の
理
由
書
や
見
積
書
な

ど
を
添
え
て
市
へ
事
前
申
請

❷
工
事
を
実
施
。
費
用
は
、
一

旦
全
額
自
己
負
担

❸
領
収
書
と
工
事
費
の
内
訳
が

わ
か
る
書
類
（
改
修
前
後
の

写
真
等
）
を
市
へ
提
出

❹
審
査
後
、
上
限
額
内
で
改
修

費
の
９
割
額
を
支
給

対
象
工
事　

❶
手
す
り
の
取

り
付
け
❷
段
差
解
消
❸
洋

式
便
器
等
へ
の
便
器
の
取

替
え
❹
引
き
戸
な
ど
へ
の

取
替
え
❺
滑
り
防
止
や
移

動
の
円
滑
化
の
た
め
の
床

材
の
変
更
な
ど

軽減を受けられる事業所
緑風館 みどりの家

どんぐりの里 幼老複合型うぃず

翁寿園 太陽の家

伊加利デイサービスセンター
平成ホームヘルパーステーション
社会福祉協議会訪問介護事業所
すいせんホーム

小規模多機能施設風らん

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

  １

 　

と　

  

の
申
請
方
法

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
備
付
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
連

絡
所
・
出
張
所
又
は
長
寿
福
祉

課
へ
提
出
。
現
在
、
制
度
を
利

用
中
の
人
へ
は
更
新
案
内
の
通

知
を
６
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

  ２

  ４

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

▲施設によって、利用者負担額が基準費用額と異なることがあります

　

対
象
者
と
負
担
限
度
額
は
表

１
、２
の
と
お
り
で
す
。

▽
条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認
定

▽
限
度
額　

年
間
10
万
円

利
用
方
法

❶
指
定
販
売
店
で
必
要
な
福
祉

用
具
を
購
入

❷
申
請
書
、カ
タ
ロ
グ
の
写
し
、

領
収
書
を
市
へ
提
出

❸
審
査
後
、購
入
費
の
９
割
を
支
給

対
象
品
目　

❶
腰
掛
便
座
❷

特
殊
尿
器
❸
入
浴
補
助
用
具

❹
簡
易
浴
槽
❺
移
動
用
リ
フ

ト
の
つ
り
具
の
部
分
❻
便
座

の
底
上
げ
部
材
❼
自
動
排
泄

処
理
装
置
の
交
換
可
能
部
分

福
祉
用
具
購
入
費
支
給

  ２

  ３  ４

  ５

～選任までの流れ～
①「期日前投票立会人登録申込書」を提出

②明るい選挙推進協議会で審査

③期日前投票立会人候補者名簿に登録
※一度登録すると辞退の申出がない限り継続

※転出等により選挙人名簿からの抹消や年齢

　が40歳に達すると登録を抹消

④従事の可否、希望日等の確認

⑤明るい選挙推進協議会で配置等を決定

⑥選挙管理委員会で立会人を選任

選挙時

　（申込書は市ホームページ参照）

投
票
率（
％
）

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

40

60

80

男性
女性20

  0

直近３選挙の市内年齢別平均投票率

平均投票率（64％）

■応募資格

　①市内に在住で、投票日現在に市選挙人名簿に登録され

　　ている40歳未満の人

　②特定の候補者の選挙運動や政治活動を行っていない人

■申込方法

　「期日前投票立会人登録申込書」に必要事項を記入の　

　上、明るい選挙推進協議会に提出

■立会期間

　選挙期日の告(公)示日の翌日から投票日の前日までの間　

　の希望する日

　※選挙、期日前投票所によって期間が異なります

■報酬

　日額9,500円

　※規定の源泉所得税を控除。交通費無支給

　※昼食、夕食は選挙管理委員会で用意します

問明るい選挙推進協議会☎43-5004



募　

集

ご
案
内

介
護（
嘱
託
）職
員（
１
人
）

▽
期
間　

８
月
1
日
（
水
）
〜
３

　

月
31
日
（
日
）

▽
勤
務
先　

市
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

さ
く
ら
苑

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時

※
早
出
、
遅
出
、
夜
勤
有

▽
賃
金　

月
額
14
万
６
７
０
０
円

※
交
通
費
別
途
支
給
、
各
種
保
険

加
入

▽
応
募
資
格　

❶
ヘ
ル
パ
ー
２
級

以
上
❷
普
通
自
動
車
免
許

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
締
切　

６
月
15
日
（
金
）

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
、
写
真
、

資
格
証
の
写
し
を
郵
送
ま
た

は
持
参

問
さ
く
ら
苑
☎
54
・
０
４
２
１

公
営
住
宅
入
居
者

❶
政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
等
は
、21
万
４
０
０
０
円
以
下
）

▽
津
井
団
地（
津
井
）

　

１
戸
、
Ｂ
棟
１
号
、メ
ゾ
ネ
ッ

ト
（
２
階
建
）
、３
K
、
単
身
不

可
、
昭
和
59
年
度
建
築
。
家

賃
月
額
１
万
４
８
０
０
円
〜

２
万
９
１
０
０
円

▽
賀
集
第
２
福
井
住
宅（
賀
集
）

　

１
戸
、１
０
７
号
、３
K
、単
身

不
可
、
昭
和
55
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
７
９
０
０
円
〜

１
万
５
５
０
０
円

▽
さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、ぼ
た
ん
棟
３
‐
１
号
、３

D
Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
11
年
度

建
築
。家
賃
月
額
２
万
６
５
０
０

円
〜
５
万
２
１
０
０
円
、駐
車
１

台
月
額
２
５
０
０
円

▽
（
随
時
）
伊
加
利
団
地（
伊
加
利
）

　

２
戸
、B
棟
14
号
・
18
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、昭
和
54
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
４
０
０
０
円

〜
２
万
７
５
０
０
円

❷
政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、

48
万
７
千
円
以
下
対
象

▽（
随
時
）さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

２
戸
、や
え
棟
１
‐
２
号
、３

‐
１
号
、３
Ｄ
Ｋ
、単
身
不
可
、

平
成
10
年
度
建
築
。家
賃
月
額

６
万
３
２
０
０
円
、駐
車
１
台
月

額
２
５
０
０
円

❶
・
❷
共
通
事
項

▽
申
込
締
切
日　

６
月
15
日（
金
）

▽
公
開
抽
選
日　

６
月
25
日（
月
）

　

午
前
10
時
。西
淡
公
民
館

※「
随
時
」の
記
載
が
あ
る
も
の
は

先
着
順
で
す（
抽
選
な
し
）

▽
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

慶
野
松
原
荘
ス
タ
ッ
フ
等

夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

▽
勤
務
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後

10
時
※
交
代
制
、
変
則
勤
務

▽
賃
金　

時
給
８
２
０
円
以
上

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

慶
野
松
原
海
水
浴
場
・

　
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ
イ
ト

▽
期
間　

７
月
上
旬
〜
８
月
下
旬

▽
賃
金　

時
給
８
０
０
円
以
上

問
慶
野
松
原
海
水
浴
場

　

☎
36
・
５
９
５
９

図
書
館
の
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

▽
期
間　

７
月
20
日
（
金
）
〜
９

　

月
20
日
（
木
）
の
内
30
日
程
度

▽
勤
務
先　

三
原
図
書
館
ま
た
は

南
淡
図
書
館

▽
人
数　

４
人

▽
勤
務
時
間　

❶
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
❷
午
前
10
時

15
分
〜
午
後
５
時
15
分
❸
午
後

１
時
15
分
〜
午
後
７
時
15
分

▽
賃
金　

時
給
８
７
０
円
（
学
生

　

は
８
０
０
円
）

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
18
歳

　

以
上
（
高
校
生
不
可
）。
図
書

　

館
司
書
有
資
格
者
、
図
書
館
勤

　

務
経
験
者
を
優
先

▽
選
考
方
法　

６
月
28
日
（
木
）

　

に
面
接
試
験
を
実
施

▽
申
込
締
切　

６
月
12
日
（
火
）

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
、
司
書
資

格
書
の
写
し
（
有
資
格
者
の
み
）

を
持
参　

問
三
原
図
書
館
☎
43
・
５
０
３
７

問
南
淡
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

第
34
回
慶
野
松
原
花
火
大
会

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

▽
日
程　

７
月
28
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

慶
野
松
原
海
水
浴
場

▽
料
金　

１
万
円
〜

▽
申
込
締
切　

７
月
上
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞

　
安
全
・
安
心
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
優
れ
た
ま

ち
な
み
や
建
築
物
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
進
め
る
団
体
や
個
人
を
対

象
に
、
受
賞
候
補
を
募
集
。

▽
応
募
締
切　

７
月
13
日（
金
）

瓦
ば
ん
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※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

問
兵
庫
県
都
市
政
策
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
４
３
２
４

成
人
式
実
行
委
員
会  

　

成
人
式
を
企
画
・
運
営
す
る
希

望
者
を
募
集
。

▽
対
象　

平
成
４
年
４
月
２
日
〜

平
成
５
年
４
月
１
日
生
の
人

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

音
楽
祭
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

世
界
的
音
楽
学
者
「
田
中
正

平
博
士
」
の
生
誕
１
５
０
年
を
記

念
し
て
、
９
月
２
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
る
南
あ
わ
じ
音
楽
祭

２
０
１
２
の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し

ま
す
。

▽
料
金　

大
人
２
０
０
０
円
、
学

生
５
０
０
円

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

さ
ん
ゆ
〜
館
営
業
時
間
等
の

変
更

　

５
月
よ
り
土
日
祝
の
営
業
時
間

は
午
後
10
時
30
分
ま
で
（
10
時
受

付
終
了
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
休

館
日
は
第
２
、
第
４
火
曜
日
で
す

（
そ
の
日
が
休
日
の
場
合
は
除
く
）

問
健
康
課
☎
44
・
３
０
０
４

子
育
て
応
援
優
待
カ
ー
ド

　
　
　
（
ゆ
め
る
ん
カ
ー
ド
）

　

市
内
協
賛
店
で
さ
ま
ざ
ま
な
特

典
が
受
け
ら
れ
る
『
ゆ
め
る
ん

カ
ー
ド
』
を
発
行
し
ま
す
。

▽
対
象　

満
18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
３
人
以
上
い
る
家
庭

▽
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※
ゆ
め
る
ん
カ
ー
ド
と
協
賛
店
リ

ス
ト
を
後
日
郵
送

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

在
宅
子
育
て
応
援
事
業

▽
対
象　

平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
、
満
３
歳
〜
満
５
歳
で
、
保

育
所
・
幼
稚
園
等
に
通
所
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
家
庭
で
保

育
し
て
い
る
保
護
者

▽
助
成
額　

月
額
５
０
０
０
円

※
市
内
の
温
浴
施
設
や
プ
ー
ル
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
を
無
料

で
利
用
で
き
る
「
子
育
て
応
援

パ
ス
ポ
ー
ト
」
も
交
付

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

淡
路
三
原
高
校
郷
土
部
創
部

60
周
年
記
念
式
典
、記
念
公
演

▽
内
容　

記
念
式
典
、
記
念
公
演

　
「
増
補
大
江
山
戻
り
橋
の
段
」
他

広報 

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　12日（火）・26日（火）13:30～16:30
◆場所　三原市民センター小会議室
問市民課☎43-5023（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター２階
問市消費生活センター☎43-5099

出張消費生活相談
◆日時　５日（火）・12日（火）・19日（火）
　　　　13:30～15:30
◆場所　５日＝緑市民センター、12日＝   
            西淡庁舎、19日＝南淡公民館
問市民課☎43-5023（予約不要）

特設人権相談（人権擁護委員による相談）
◆日時　１日（金）13:00～16:00　
◆場所　緑市民センター・西淡庁舎
　　　　三原市民センター・南淡公民館
問市民課 ☎43-5023（予約不要）

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　無料登記・法律相談
◆日時　19日(火）・25日（月）
　　　　10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　司法書士 山下富弘事務所
　　　　☎23-9171（予約必要）

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　11日（月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　行政書士瀧岡光子事務所
　　　    ☎32-1641（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　27日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
　　　　☎0799-64-1199（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　11日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　福祉課☎44-3013

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　家庭児童相談室☎44-3013

 ６月の
　無料相談

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

鳥
井
公
園
前

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
甍
の
里
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

甍
公
園

問
事
務
局
☎
36
・
２
１
１
７

◆
阿
万
直
売
所

▽
日
時　

第
２
・
４
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

阿
万
港
船ふ

な
だ
ま溜
り

問
事
務
局
☎
55
・
０
６
８
１

▽
日
程　

６
月
24
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜

▽
場
所　

三
原
公
民
館

問
淡
路
三
原
高
等
学
校

　

☎
42
・
０
０
４
８

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な

ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

▽
期
間　

６
月
25
日
（
月
）
〜
７

月
１
日
（
日
）

問
神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
８
・
３
９
２
・
１
８
２
１

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

警
察
で
は
、
不
法
滞
在
・
不
法
就

労
な
ど
の
来
日
外
国
人
犯
罪
の
取
締

り
の
ほ
か
、
企
業
へ
の
不
法
就
労
防

止
の
呼
び
か
け
や
、
外
国
人
従
業
員

に
対
す
る
事
件
・
事
故
防
止
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
南
あ
わ
じ
警
察
署
☎
42
・
０
１
１
０

オ
ー
プ
ン
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

▽
内
容　

団
体
戦
の
リ
ー
グ
戦

※
１
チ
ー
ム
４
人
以
上（
社
会
人
）

▽
日
程　

６
月
17
日
（
日
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

▽
申
込
締
切　

６
月
10
日
（
日
）

問
市
卓
球
協
会
☎
42
・
５
６
３
０

丸
山
魚
彩
館
・
海
釣
り
公
園

周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

６
月
20
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

魚
彩
館
駐
車
場

※
一
般
参
加
大
歓
迎

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

ま
な
び
の
扉

2012.6.1発行

玉
青
館
蔵
品
展
１

▽
内
容　

直
原
玉
青
画
伯
の
代

表
作
「
隠
元
禅
師
一
代
記
」

（
全
11
作
）
ほ
か
を
展
示

▽
期
間　

７
月
８
日
（
日
）
ま
で 

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

働
く
婦
人
の
家

◆
プ
ロ
が
教
え
る
料
理
教
室

▽
内
容　

家
庭
で
で
き
る
ヘ
ル
シ

ー
な
料
理

▽
日
時　

６
月
25
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜　

▽
講
師　
「
谷
や
ん
の
店
」
店
長

▽
定
員　

20
人

▽
費
用　

材
料
費
自
己
負
担

▽
申
込
締
切　

６
月
15
日
（
金
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

教
科
書
展
示
会

▽
内
容　

小
・
中
学
校
の
教
科
書

を
展
示

▽
期
間　

６
月
15
日
（
金
）
〜

　

７
月
１
日
（
日
）

▽
場
所　

三
原
図
書
館

問
学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
三
段

目
恋
歌
の
意
趣
の
段

▽
期
間　

８
月
中
旬
ま
で

◆
創
部
60
周
年
記
念

　

淡
路
三
原
高
校
郷
土
部
展

▽
期
間　

６
月
５
日
（
火
）
〜
９

月
７
日
（
金
）

◆
雑
俳
展
（
淡
路
雅
交
会
）

▽
期
間　

６
月
７
日
（
木
）
〜
７

月
28
日
（
土
）

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
生
募
集

▽
日
時　

毎
週
土
曜　

午
後
１
時

30
分
〜

◆
淡
路
人
形
絵
画
教
室
生
徒
募
集

▽
日
時　

毎
月
第
２
火
曜
・
水
曜

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

消
費
者
協
会
公
開
講
座

▽
内
容　

快
適
な
暮
ら
し
を
め
ざ

し
て
（
収
納
術
伝
授
）

▽
日
時　

７
月
１
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

魚
林
佐
起
子
氏
（
整
理

収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
級
）

※
当
日
、
会
場
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
ま
す

問
消
費
者
協
会（
商
工
観
光
課
内
）

☎
37
・
３
０
１
２

第
37
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会

▽
日
時　

６
月
２
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　

（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟
期
間
中
に
、
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す

る
の
に
必
要
な
資
格
で
す
。

▽
申
込
期
間　

６
月
４
日
（
月
）

〜
19
日
（
火
）

▽
試
験
日
・
試
験
会
場

◆
知
識
・
適
性
試
験　

７
月
４
日

し
た
初
心
者
講
習
会
を
６
月
９

日（
土
）神
戸
に
て
実
施
予
定　

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

第
32
回
淡
路
子
ど
も
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
会

▽
内
容　

読
み
書
き
の
苦
手
な
子

ど
も
へ
の
や
さ
し
い
学
び
支
援

▽
日
時　

６
月
２
日
（
土
）

　

午
後
２
時
30
分
〜

▽
場
所　

緑
公
民
館

▽
講
師　

村
井
敏
宏
氏

問
市
学
校
保
健
会
事
務
局
（
学
校

教
育
課
内
）
☎
37
・
３
０
１
８

第
19
回
あ
わ
じ
緩
和
ケ
ア

　
　
　
　
　
市
民
公
開
講
座

▽
内
容　

が
ん
に
な
っ
て
も
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
に

▽
日
時　

６
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

洲
本
市
健
康
福
祉
館

▽
講
師　

浜
中
和
子
氏

問
県
立
淡
路
病
院
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
24
・
５
０
４
４

●おすしですし！
林 木林作／田中 六大絵（あかね書房）

ことばあそびのおすし屋さん
に弟子入りした、すしおくん。
おすし屋さんになるという夢
が叶うと信じて、修行を続け
るすしおくんですが・・・。
だじゃれ、あいうえお作文、
回文など、６種類のことばあ
そびが楽しめる絵本。
●いつものキッチン道具
でつくるかわいい和菓子
金塚 晴子著（扶桑社）

緑公民館図書室
☎44-3008

●花と緑と雑貨でつくるはじめてのベ
ランダガーデン 山元 和実監修（成美堂出版）

ベランダ園芸の基礎とコツ、
寄せ植え、ベランダでのキッ
チンガーデンなど、１年中美し
い植物が楽しめるベランダ
ガーデニングの方法を、豊富
な写真で紹介します。

●なぜカツラは大きくなった
のか？キャスリーン・クルル作（あ
すなろ書房）

三原図書館
☎43-5037

●猫色ケミストリー　
喜多 喜久著（宝島社）

ある日、落雷で、大学院生の
明斗と猫、同級生の女子院
生のスバルが同時に意識を
失った。気がつくと明斗の魂
がスバルに、スバルの魂は猫
に入れ替わっていた。元に戻
るため奔走する２人は、ある
事件に気づき・・・。

西淡公民館図書室
☎37-3028

●あけちゃダメ！　
小川 英子作／奈知 未佐子絵（新日本出版社）

寛太が冷蔵庫をあけたら、黒
い牛がいて「ご入り用のもの
はなんですか」と話かけてき
た。牛乳が飲みたいと答えた
寛太に、牛はどんな牛乳がい
いかと聞いてきて…。

南淡図書館
☎53-0234

●パパ一年生　生まれて
きてくれてありがとう！
安藤 哲也著／ファザーリング
ジャパン著（かんき出版）

　　　

　

81シリ
ーズ

釈し

ゃ

迦か

十じ
ゅ
う

六ろ

く

善ぜ

ん

神し

ん

像ぞ

う

図ず

（
市
指
定
）

　この図は、志知地区の寶
ほう

光
こう

寺
じ

に所蔵されており、玄
げん

奘
じょう

三
さん

蔵
ぞう

がインドから中国に伝えた

『大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

』600 巻を転
てん

読
どく

する

（
水
）＝
神
戸
、姫
路
、養
父

◆
技
能
試
験（
知
識
・
適
性
試
験

の
合
格
者
の
み
）　

７
月
18
日

（
水
）＝
姫
路
、７
月
25
日（
水
）

＝
神
戸

※
試
験
を
受
験
す
る
人
を
対
象
に

初回トレーニング講習会
受講者募集

問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場合、　
初回のみ講習会を受講していただきます。

　●対象者　16歳以上の人　
　●受講料　500円（市内）
　※次回利用より200円（市内）
　●定員　６人（予約制）
　●講習時間　約１時間30分

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 ●６月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです

                 1     2

 3  4 　 5 　 6   7 　 8   9

 10  11　12　 13   14　15  16   

 17  18　19　 20   21　22　23    

 24  25　26  27   28   29  30

●大きな木のおはなし
メアリ・ニューウェル・デパルマ　
作・絵（ひさかたチャイルド）

月末整理

儀礼「大
だい

般
はん

若
にゃ

会
え

」の本尊とし

て掛けられる画像です。釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

が中央、その左右に計 16

体の護
ご

法
ほう

善神、下方に玄蔵三

蔵と旅の途中、彼を守ったと

言われる深
しん

沙
じゃ

大
だい

将
しょう

が描かれて

います。

　この図は室町時代後期の特徴

が見られる絹に描かれており、

島内では数少ない絵画として、

平成元年に指定されました。

日 曜日 第１講習 第２講習

16 土 10:00～ 15:00～

27 水 14:00～ 19:00～

※子ども連れの受講はできません

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

 
 
 
 
 
 
取
得
講
習
会

　

防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
予
定
の
あ
る
人
を
対
象
に
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
24
日
（
火
）・
25

日
（
水
）
※
２
日
と
も
要
出
席

▽
場
所　

淡
路
消
防
ビ
ル

▽
受
講
料　

６
０
０
０
円

▽
申
込
期
間　

６
月
27
日
（
水
）

〜
７
月
４
日
（
水
）

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
２
４
１
６

第
98
回
神
代
天
体
観
測
会

　
　
　
　
「
土
星
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

６
月
30
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
。
保
護
者
同
伴

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

▲傷みがありますが、丁寧な筆
　運びで描かれています

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　　　　お気軽にお電話下さい            　　どんな仕事でもご相談下さい

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒656-0478　南あわじ市市福永358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

▲隠元禅師一代記



いきいき健康生活
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大切な人を守るために
子宮がん・乳がん検診でがんを早期発見

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

４ 月

９:00～ 10:30

三原保健センター
13 水 緑保健福祉センター
18 月 西淡保健センター
25 月 南淡福祉保健センター

● Ａ型リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

機能訓練を必要とする
64歳以下を対象（要予約）

22 金 10:00～12:00 緑保健福祉センター

   6月の健康カレンダー

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
内容  日 曜日　　時間 場所

阿波踊り体操
６ 水

10:00 ～ 緑保健福祉センター
20 水

※各種教室・相談の問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 21 木 13:15～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（24年２月生）

26 火 12:30～ 13:00

10か月児健康診査
（23年８月生）

19 火 12:30～ 13:00

１歳６か月児健康診査
（22年11月生）

５ 火 12:30～ 13:00

２歳児歯科健診
（22年３月生）

15 金 13:00～ 13:30

３歳児健康診査
（21年５月生）

12 火 12:30～ 13:00

強い歯大好き健診
（21年３月･21年９月生）

１ 金 13:00～ 13:45

育児相談
（23年４月生）
（23年11月生）

８ 金

13:00～14:00

南淡福祉保健センター
13 水 西淡保健センター
20 水 緑保健福祉センター
27 水 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（24年１月生）

28 木  ９:45～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室（予約制） 14 木  ９:30～ ９:45
発達支援相談（予約制） 14 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容  日 曜日　　　時間 場所

愛育班活動 14  木  ９:30 ～ 沼島総合センター

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、島内医師が
輪番で小児夜間救急診療を行っています。電話セ
ンターへ電話していただくと看護師が症状を聞き、
必要な時は当日の担当医療機関を紹介します。
問小児夜間救急電話センター☎４４-３７９９

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時ま
での間、みなと元気館内の洲本市応急診療所に
おいて、小児科医の輪番による小児救急診療所
を開設し、救急患者に対応しています。

問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療

高齢者を抱える家族の会
認知症高齢者を介護している人へ
　介護の悩みを抱える人同士が、日ごろの思いを話

す場です。

日　　時　６月13日（水）14:00～15:00

場　　所　三原公民館
問地域包括支援センター☎44-3006

　緑保健福祉センターにて午後１時～１時30分まで

受付しています。問健康課☎44-3004

対象者 日 曜日

23年12月１日～24年１月31日生
６月６日 水

16年12月８日～22年３月31日生

ポリオ予防接種

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 ３日（日）畑田卓也 医師 斉藤雅文 医師

10日（日）大鐘稔彦 医師 高田育明 医師

17日（日）穀内勇夫 医師 穀内純江 医師

24日（日）浦瀬　巌 医師 鈴木俊示 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

● 献血
 日　曜日 　　受付時間 場所
５ 火 11:30 ～ 16:00 南淡公民館

　乳がん検診

　市では、40歳以上の人に検診を推奨しています。検診

を受ける年齢に達していなくても、乳房にしこりや異常を

感じたら、専門の医療機関を受診するようにしましょう。入

浴する際などに、自分で乳房を触る習慣をつけておくと早

期発見につながります。

　先進諸国では、60～80％の方が受診していますが、日

本の受診率は20％です。市の受診率も25.1％と低い状

態ですが、昨年８人の乳がんが発見されています。

◆受診対象
　40歳以上の女性で、平成25年４月１日現在において

　偶数年齢の人

◆受診の流れ
　❶健康課へ申し込む

　❷受診票を健康課より送付する

　❸医療機関に予約をして受診する

◆検診期間
　６月～12月

◆検診項目
　問診、視触診、マンモグラフィ

◆費用
　1,700円

　乳がんは40～50歳代で急増し、子宮がんは20～30歳で増加しています。定期的な検診を行い、早期

発見・早期治療することが大切です。

　検診は予約制なので、まだ申し込んでいない人は健康課に申し込んでください。

問健康課☎44-3004

　子宮頸がん検診

　市では、20歳以上の人に検診を推奨しています。子宮

頸がんは、かなり進行しないと自覚症状が現れません。検

診ではがんになる前の前がん病変や、初期のがんも早期

に発見できます。

　先進諸国では60～80％の人が受診していますが、日

本の受診率は25％です。市の受診率は23.４％で、昨年３

人の子宮がん、９人の前がん病変が発見されています。

　町ぐるみ健診で検査を行っていますので、希望する人

は申し込んでください。

◆受診対象
　20歳以上の女性で、平成25年４月１日現在において

　偶数年齢の人

◆受診の流れ
　❶健康課へ申し込む

　❷健康課から子宮がん検診受診票を送付する

　❸予約指定日に受診（指定日に都合が悪い人は、変更

　　可能日時を設けています）

◆検診期間
　町ぐるみ健診期間中のうち、12日間（日程は申込者に

　通知します）

◆費用　　
　1,200円

検診項目 対象年齢

乳がん検診（女性） 40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

子宮頸がん検診（女性） 20歳、25歳、30歳、35歳、40歳

大腸がん検診 40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

肝炎ウィルス検診 40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

検診の無料クーポン券送付
　市では、がん検診推進事業及び肝炎ウイルス検診受
診促進事業として、下記の対象年齢の人へ「無料クー
ポン券」をお送りしています。

▼年齢は平成24年４月１日現在のもの

町ぐるみ健診が６月29日からスタート
　町ぐるみ健診は予約制となっています。まだ、申し

込みをしていない人は健康課まで連絡してください。

　申し込み順に健診日が割り当てられます。健診受

診票、予約票、医療保険証、自己負担金を持参してく

ださい。また、市国保加入者を除く40～74歳の人は

特定健康診査受診券も持参してください。

問健康課☎44-3004

　毎年６月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」で
す。市では、「みんなでおいしく楽しく食でつながる南

あわじ」をスローガンに食育に取り組んでいます。

食育月間と食育の日



学校を通じて希望日の２週間前までに学校教育課へ申し

込んでください。

　

心のかけはし
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　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　６月11日（月）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　広報クイズ あわじ教育相談

平成24年５月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
５
月
号
の
正
解
は「
30
」。42
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

▲講師のお年寄りから○○ぞうりづ
　くりを教わる保護者

阿那賀診療所
☎39-0668

（月・木曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火・金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（火・金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 50,948人（前月比－69人）
　（男）　 24,586人（前月比－35人）
　（女）　 26,362人（前月比－34人）
●世帯数 18,713世帯（前月比＋33世帯）
　　　　　　　　※平成24年５月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
村上　公規（神奈川県）
前田　悠樹（姫路市）
欅田　祐徹（阿　万）
池田　直隆（大阪府）
山口　哲生（阿　万）
細川　雅史（広　田）
菅　　倫也（阿那賀）
出嶋　勇生（　湊　）
真野　　響（洲本市）
宮本　和典（松　帆）
増山　佳祐（洲本市）
内迫　博紀（埼玉県）
中條　真伍（大阪府）
山口　将輝（松　帆）
新﨑　祐樹（神戸市）
富崎　義昌（明石市）
坂東　智行（福　良）
加地　公祐（倭　文）

林　加奈子（神戸市）
亀岡　亜紀（津　井）
梶尾　絵美（小野市）
藤井千賀子（大阪府）
内田　孝美（神　代）
長谷　郁子（広　田）
柴田　彩香（徳島県）
小路　順子（阿　万）
立川　真希（北阿万）
岸　　直実（福　良）
勢戸　理恵（　湊　）
中山　結貴（神戸市）
松﨑　　恵（潮美台）
小脇　聖子（広　田）
池田　厚子（神戸市）
黒川　幸子（大阪府）
大川　千穂（洲本市）
中山　麻衣（松　帆）

４月 ７ 日
４ 月 11 日
４ 月 11 日
４ 月 15 日
４ 月 18 日
４ 月 19 日
４ 月 21 日
４ 月 29 日
４ 月 29 日
４ 月 29 日
５ 月 ５ 日
５月 ５ 日
５月 ５ 日
５月 ５ 日
５月 ５ 日
５月 ５ 日
５月 ６ 日
５月 ９ 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
喜田　　健
髙田　道夫
芝　すま子
堀井　敬二
神田　正一
沖　千鶴子
増本ゑみ子
柳田きよ子
納　　　 豊
川渕ふさ江
北野　俊吾
倉本かずゑ
●田　照子
坂口　照夫
仲岡　　昇
中島　　敏
平川ちず子

広 田
榎 列
福 良
市

北阿万
福 良
福 良
倭 文
倭 文
松 帆
八 木
松 帆
阿 万
福 良
市

福 良
津 井

72
75
85
77
63
86
80
93
87
90
72
91
91
84
70
64
80

４ 月 11 日
４ 月 14 日
４ 月 15 日
４ 月 16 日
４ 月 17 日
４ 月 18 日
４ 月 18 日
４ 月 19 日
４ 月 20 日
４ 月 20 日
４ 月 20 日
４ 月 21 日
４ 月 22 日
４ 月 23 日
４ 月 23 日
４ 月 23 日
４ 月 23 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

高橋　翔
しょうた

大
興津　日

に ち か

花
木下　一

か ず き

希
島﨑　桜

お う が

雅
武田　芹

せ り な

捺
中野　來

く れ は

春
濱本　強

り き あ

愛
三宅　瑠

る い

維
河井　寧

ね ね

音
幸　　苺

い ち か

果
吉田ななみ
江端　剣

けんしん

伸
鈴木　椋

りょうすけ

介
山崎　蒼

そ う た

太
坂元　心

こ は る

春
野口　莉

り お

央
浅川　璃

り ん

音
福井　彩

い ろ は

葉
以頭　侑

ゆ う き

樹
藤本　音

お と わ

和
山本　陽

ひ な り

愛
甲谷涼

す ず か

々夏
竜門　昇

しょうり

利
馬部　七

な な み

海
北本　結

ゆ あ

愛
栗林　穂

ほ な み

波
樫木　陽

ひ な た

向
岩井　悠

ゆ う と

人

男
女
男
男
女
女
男
男
女
女
女
男
男
男
女
女
女
女
男
女
女
女
男
女
女
女
女
男

豊 治
洋 佑
一 馬
大 智
正 浩
辰 憲
健 太 朗
将 登
胤 典
城 世 次
崇

伸 秀
祥 訓
浩 史
健

弘 志
大

隆 志
昌 樹
剛 幸
昌 樹
清 隆
真 太 郎
龍 一
龍 一
秀 企
誠

信 二

榎 列
洲本市
神 代
市
市

松 帆
阿 万
市

神 代
榎 列
榎 列
宝塚市
潮美台
阿那賀
福井県
洲本市
神奈川県
八 木
広 田
神 代
湊

広 田
市
市

阿 万
賀 集
賀 集
市

４ 月 ４ 日
４ 月 ９ 日
４ 月 ９ 日
４ 月 ９ 日
４ 月 ９ 日
４ 月 10 日
４ 月 10 日
４ 月 10 日
４ 月 11 日
４ 月 11 日
４ 月 11 日
４ 月 15 日
４ 月 16 日
４ 月 16 日
４ 月 17 日
４ 月 20 日
４ 月 21 日
４ 月 22 日
４ 月 23 日
４ 月 23 日
４ 月 23 日
４ 月 27 日
４ 月 28 日
４ 月 30 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ７ 日
５ 月 ８ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
松本のぶゑ
寺谷たか子
中野ヒデ子
石金　　清
馬詰　元久
奥野　重男
清水　純子
溝口つゆ子
島野　　武
上村八重子
北崎つるゑ
山本まさゑ
川﨑みよ子
山口ちよこ
川西　　齊
武田　安雄
山岡　光雄

湊
津 井
神 代
広 田
志 知
志 知
賀 集
灘

賀 集
広 田
阿 万
福 良
倭 文
神 代
倭 文
洲本市
松 帆

76
87
84
85
85
84
70
100
99
82
96
95
82
90
84
86
90

４月 24 日
４月 25 日
４月 25 日
４月 26 日
４月 26 日
４月 26 日
４月 26 日
４月 27 日
４月 28 日
４月 29 日
４月 29 日
５ 月 １ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ３ 日
５ 月 ４ 日
５ 月 ４ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
神木はつみ
秦　　順一
江本　克己
濵田　正幸
大西　　賢
岸　　利文
山口　光子
　堤　正芳
濵﨑　利男
阿萬田三郎
橋詰　武久
坂口美之助
仲野　松子
藤江　一夫
竹川はるこ
山内　吾郎
赤坂　玉子

市
榎 列
賀 集
松 帆
阿 万
八 木
賀 集
八 木
阿 万
賀 集
福 良
阿那賀
市

八 木
榎 列
広 田
福 良

89
76
85
82
71
40
84
83
86
77
68
82
89
80
94
85
88

５ 月 ５ 日
５ 月 ５ 日
５ 月 ６ 日
５ 月 ６ 日
５ 月 ７ 日
５ 月 ７ 日
５ 月 ８ 日
５ 月 ９ 日
５ 月 ９ 日
５ 月 11 日
５ 月 11 日
５ 月 12 日
５ 月 12 日
５ 月 13 日
５ 月 14 日
５ 月 14 日
５ 月 15 日

死亡

　北阿万保育所では、十

数年前から同保育所園児のために、地元老人クラ

ブに教わりながら保護者が「○○ぞうりづくり」

を行っています。悪戦苦闘しながらも愛情込めて

編まれた○○ぞう

りを園児は秋ごろ

まで大切に履きま

す。さて、○○に

入るひらがなはな

んでしょう？（ヒ

ントは広報表紙）

　市教育委員会では、子どもの日頃の生活や学習、進路

などで悩んでいる人のために教育相談を行っています。

　教育相談は、子どもや関係する人たちが抱える困難や

悩みについて、支援の方法を一緒に考えたり、情報を提

供したりすることを目的として行っています。子どもの

ことで気がかりな点がありましたら、お気軽に相談して

ください。

相談日　毎月第２木曜日　午前９時～午後５時
場　所　市役所西淡庁舎
○支援が必要であると思われる入学前の幼児、小・中学

校に在籍する児童生徒を相談の対象にしています。

○県立特別支援学校の担当者が、相談や指導の支援等を

行います。

○相談を希望する人は、在籍する幼稚園、保育所 (園 )、

○相談時間は45分程度です。

相談の開始時刻は決まり次第、

幼稚園、保育所 ( 園 )、学校

を通じてお知らせします。

○相談時は子どもと一緒に来

てください。

問学校教育課☎ 37-3018 ▲子どもたちが元気に学校生
　活を送れるように支援します

子育て広場
●催し※要申込（はじめましての会は当日参加可能）

行事名 日時 費用等
①高校生との交
　流

14日、28日
10:15～

働く婦人の家

②６月のお誕生
　日会

25日
10:45～

働く婦人の家、100円、申込締切
22日

③ランチ教室
７月２日
10:00～

働く婦人の家、500円

④七夕まつり
７月７日
16:00～

健康広場、500円

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）
自由な時間に親子で遊ぶことができます。

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 ６月の開設日 場所 時間
みどり 1,8,13,15,20,22,27,29 緑保健福祉センター

10:00
～
11:30

みはら 5,7,14,19,21,26,28 働く婦人の家

せいだん 5,7,12,14,19,21,26 西淡保健センター

なんだん 1,6,8,15,22,27,29 南淡公民館

●年齢別ひろば※要申込（自由遊びは当日参加可能）　
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

ひよこ ０歳児 11日 10:00 ～
離乳食教室（働く婦人
の家で開催）

りす １歳児 12日 10:00 ～
自由遊び（働く婦人の
家で開催）

うさぎ ２歳児
 ６日 10:00 ～

自由遊び（働く婦人の
家で開催）ぞう ３歳児

　慣れない育児一人で抱え込まないで、子育てが大変だなと思
うことがあれば、子育て学習・支援センターにお越し下さい。

　電話での子育て相談もお待ちしています。

トライやる・ウィーク生徒との交流
（５月15日）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

2012.6.1発行

未
来
の
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
を
目
指
し
て

広報 

平
家
悲
話
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
し
の
ぶ「
お
局
塚
」

消
防
士
タ
ス
キ
リ
レ
ー

タ
ス
キ
に
気
持
ち
を
込
め
て

観
光
客
誘
致
に
保
存
会
、
商
工
会
、
温
泉
組
合
が
周
辺
整
備

大
林
素
子
杯　

女
子
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

林
裕
子
さ
ん（
神
代
）と
林
雄
一

郎
さ
ん（
神
代
）が
所
属
す
る「
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
下
新
庄
」が
３
月
24
日

に
福
島
県
で
行
わ
れ
た「
声
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
」に
出
場
し
、銅
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。同
大
会
は
音
楽
文
化
の
振

興
発
展
に
寄
与
し
、歌
う
こ
と
の

楽
し
さ
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、平
成
20
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

オ
ニ
オ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
よ
る
地
域
活

性
化
と
有
望
な
選
手
の
育
成
を
目

的
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
日
本
代

表
の
大
林
素
子
さ
ん
が
実
行
委
員

長
を
務
め
る
「
第
７
回
大
林
素
子

杯
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

が
５
月
６
日
、
市
文
化
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
内
の
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
元
日
本

代
表
の
３
人
か
ら
ス
テ
ッ
プ
や
パ

ス
な
ど
の
基
礎
練
習
の
指
導
を
受

け
た
ほ
か
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

で
優
勝
し
た
児
嶋
均
さ
ん
は
「
優

勝
で
き
て
う
れ
し
い
。
玉
ね
ぎ
は

大
好
き
な
の
で
帰
っ
た
ら
食
べ
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
宰
相
の
局
は
、平
清
盛
の
甥
、

通
盛
の
妻
で
、
一
ノ
谷
の
合
戦
で

夫
の
悲
報
を
受
け
鳴
門
海
峡
に
身

を
投
じ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
５
月
19
日
か
ら

27
日
ま
で
の
間
、
オ
ニ
オ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中

は
玉
ね
ぎ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や

玉
ね
ぎ
川
柳
の
応
募
受
付
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
土
曜
日
と
日
曜
日
に

　

同
団
体
は
、
平
成
16
年
に
結
成

さ
れ
、
関
西
を
中
心
に
様
々
な
コ

ン
ク
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し

て
お
り
、
同
大
会
に
も
平
成
22
年

か
ら
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

林
裕
子
さ
ん
は
「
去
年
の
大
会

は
震
災
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
、
今
年
は
開
催
で
き
る
の
か
心

配
し
て
い
た
。
今
年
、
福
島
で
被

災
し
た
人
た
ち
に
歌
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
意
味

　

伊
加
利
の
多だ

摩ま

山
の「
お
局
塚
」

で
４
月
18
日
、
平
家
物
語
に
も
登

場
す
る
「
小
宰
相
の
局
」
の
供
養

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

　

                                 

                               

の
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
林
さ
ん
は
「
み
ん
な
一
生
懸

命
練
習
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
繰
り
返
し
練
習

し
、
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
着
け

て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
を
植
え
、
路
面
に
特
産
の
淡
路

瓦
の
タ
イ
ル
を
敷
い
て
整
備
し
ま

し
た
。

　

地
元
に
は「
南
あ
わ
じ
温
泉
郷
」

の
ひ
と
つ
美
人
湯
で
知
ら
れ
る

「
う
ず
し
お
温
泉
」
が
あ
り
ま
す
。

美
人
で
知
ら
れ
て
い
た
局
に
あ
や

か
っ
て
温
泉
を
Ｐ
Ｒ
し
、
美
容
に

も
良
い
ツ
バ
キ
油
を
使
っ
た
商
品

開
発
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

オ
ニ
オ
ン
ピ
ッ
ク
は
今
年
で
４

回
目
を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
市

の
特
産
品
で
あ
る
玉
ね
ぎ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
玉
ね
ぎ
の
収
穫
レ
ー
ス

や
、
玉
ね
ぎ
○
×
ク
イ
ズ
、
玉
ね

ぎ
を
使
っ
た
島
バ
ー
ガ
ー
の
早
食

い
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

玉
ね
ぎ
の
て
ん
ぷ
ら
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
声
で
玉
ね
ぎ
と
叫
ぶ
ゲ
ー
ム

読
書
で
こ
ど
も
の
心
を
ゆ
た
か
に
！

第
10
回 

読
書
っ
子
ま
つ
り

　

５
月
14
日
、
淡
路
広
域
消
防
事

務
組
合
の
消
防
士
た
ち
に
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
・
復
興
応
援
企
画

「
消
防
士
タ
ス
キ
リ
レ
ー
」
が
行

キ
を
繋
ぎ
な
が
ら
、
９
月
に
宮
城

県
石
巻
市
に
到
着
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
参
加
費
な

ど
を
義
援
金
と
し
て
、
被
害
を
受

け
た
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島

県
の
各
災
害
対
策
本
部
等
に
送
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
洲
本
消
防
署
を
出
発

し
て
国
道
28
号
線
を
走
り
、
淡
路

広
域
消
防
事
務
組
合
の
西
淡
出
張

所
を
目
指
し
て
、
17
人
の
消
防
士

が
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
な
が
ら
リ
レ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
に
参
加
し
た
前
川
琢
矢

さ
ん
（
松
帆
）
は
「
行
方
不
明
に

な
っ
た
人
た
ち
が
早
く
見
つ
か
っ

て
欲
し
い
。
そ
う
い
っ
た
祈
り
を

こ
め
て
走
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
全
国
大
会
へ

　

子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
意
欲
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
、５
月
20
日
、

「
読
書
っ
子
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
三
原
図
書
館
周
辺
で
は
、
多

く
の
親
子
が
参
加
し
て
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
木
戸
内
福よ
し

美み

さ
ん
が
「
絵
本
は
読
ん
で
あ
げ
る

こ
と
が
大
事
で
、
本
を
通
し
て
心

を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
」
と
訴
え

「
本
が
悩
ん
だ
と
き
の
助
け
に
な
っ

た
り
、
自
分
の
心
を
照
ら
し
て
く

れ
た
り
す
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
催
し
は
、
図
書
館

を
身
近
に
も
っ
と
活
用
し
て
も
ら

お
う
と
、毎
年
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
、
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
た
り
、
人
形
劇
を
上
演

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
探
検
や
古
本
市
、
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
や
民
族
衣
装
の
体
験
、

軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
賑
わ
い
、

原
寸
大
ク
ジ
ラ
ア
ー
ト
作
り
で
は
、

58
枚
の
用
紙
に
親
子
ら
が
思
い
思

い
の
絵
を
描
い
て
14
ｍ
の
作
品
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
東
日
本
大

震
災
で
被
害
を
受
け
た
消
防

本
部
、
消
防
職
員
及
び
そ
の

家
族
を
応
援
し
、
支
援
す
る

た
め
に
全
国
の
消
防
士
た
ち

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
３
月
に
鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
を
出
発
し
て
タ
ス

▲南淡分署でのタスキ受け渡し

▲消防士たちは力強くリレーを行いま
　した

▲記念植樹をする中田市長と大林さん

▲基礎を指導する大林素子さん

　

地
元
保
存
会
は
供
養

塔
を
立
て
、
50
年
前
か

ら
毎
年
こ
の
日
に
供
養

祭
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
保
存
会
や
商

工
会
、温
泉
組
合
で
は
、

観
光
客
に
も
、
お
局
塚

へ
気
持
ち
よ
く
訪
れ
て

も
ら
お
う
と
、
周
辺
に

ツ
バ
キ
の
苗
木
３
５
０

▲供養祭には地元関係者約４０人が参列。
　路面に淡路瓦のタイルを敷いて整備

▲ツバキの苗木３５０本が今
　年、周辺に植えられました

▲「絵本の力は無限大」と題して講演
　する木戸内 福美さん▲14mの作品が完成した原寸大クジラアート

▲チマチョゴリ体験 ▲さまざなボランティア団体などが、人形劇など
　を披露。親子が楽しみました

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
下
新
庄

▲玉ねぎと大声で叫ぶゲ
　ーム

▲玉ねぎ収穫レースの様子

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲アンサンブル下新庄のメンバー
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明
治
初
期
、
北
海
道
へ
移
住
し

た
南
淡
町
出
身
の
人
た
ち
が
、
故

郷
を
懐
か
し
み
、
厳
寒
の
地
で
豊

年
桝
踊
り
を
子
孫
に
伝
承
し
て
い

た
と
い
う
。
昭
和
五
十
八
年
に
北

海
道
三
石
町
と
南
淡
町
が
友
好
提

携
の
契
り
を
結
ん
だ
の
を
機
に
、

故
郷
で
途
絶
え
て
い
た
踊
り
が
再

興
さ
れ
、
定
着
し
た
珍
し
い
経
過

を
持
つ
。
鉢
巻
き
を
締
め
、剣
、桝
、

傘
を
持
っ
て
踊
る
。
賀
集
地
区
婦

人
会
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

後
世
に
語
り
継
ぎ
た
い
一
冊
。

　
『
続
三
原
郡
史
』
好
評
で
す

豊
年
桝
お
ど
り

※文化 伝統芸能 県指定民俗芸能と淡路だんじり唄・和太鼓から抜粋

▲賀集地区婦人会により披露された豊年桝おどり

子ども映画祭の作品募集中

20122011

ブライダルフェスティバル２０１２

今年もアジア国際子ども映画祭が市内で開催されます。

◆日程：関西・四国・中国ブロック大会　９月２９日（西淡公民館）
　　　　国際大会　１１月２４日 （文化体育館）

◆応募内容：ビデオカメラやデジタルカメラで
                 撮った３分以内の未公開映像

◆今回のテーマ：「あなたにとっての命」

◆応募締切：８月末
問生涯学習文化振興課☎37-3020

《国際大会》　

　昨年 12月３日に文化体

育館で国際大会が開催さ

れ、ミニライブを行った

girl next door （写真上）

や、テーマ曲を歌ってい

るw-inds.（写真下）も参

加しました。

　
　市の歴代成人式実行委員で結成されたグループFRONTIERS
が、ふるさとで結婚への夢や希望を持ち、イベントを通じて交流や
絆を深めていきたいという思いを込めて、フェスティバルの一環と
してファッションショーを企画しました。  

◆日時　６月２４日（日）午後２時50分～３時10分
◆場所  イングランドの丘
問生涯学習文化振興課☎37-3020

《ブライダルファッションショー》
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